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みなべ町議会だより　第52号　平成30年8月

5月定例会
●会期　５月１５日から２５日（１１日間）
●承認（先決処分）６件　全て承認　●議案10件　全て可決
●請願　１件　可決　●一般質問　３人　計４質問

請
願
審
議

●
堺
地
区
森
の
鼻
、
キ
ャ

　

ン
プ
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　

禁
止
条
例

住
民
の
方
か
ら
の

強
い
要
望
に
よ
る

請
願
に
も
関
わ
ら
ず
、
委

員
会
で
不
採
択
に
な
っ
た

理
由
を
明
確
に
聞
き
た
い
。

請
願
の
内
容
が
、

住
民
に
対
し
て
権

利
を
制
限
し
た
り
義
務
を

課
し
た
り
す
る
も
の
で
あ

る
。
他
の
一
般
住
民
を
排

除
し
て
し
ま
う
条
例
の
制

定
は
慎
重
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

密
漁
に
よ
っ
て
死

活
問
題
が
起
こ
っ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
対

策
を
ど
う
し
て
い
く
つ
も

り
な
の
か
。

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強

化
、
啓
発
の
徹
底
、

厳
し
い
内
容
の
看
板
設
置
、

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
等
を

担
当
課
に
申
し
入
れ
を
し

て
い
る
。

（
本
件
の
答
弁
者
は

産
業
建
設
常
任
委
員
長
）

一
般
会
計
補
正
予
算

●
二
子
の
里
浴
室
棟
補
強

　

工
事
（
５
０
２
万
円
）

工
事
方
法
や
工
期
、

利
用
開
始
の
目
途

は
つ
い
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
耐
用
年
数
は
。

工
法
は
未
定
だ
が
、

欠
落
し
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
補
強
、
鉄
板
等

で
巻
い
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
設
の
方
法
に
な
る
と
思

う
。
工
期
に
つ
い
て
は
、

極
力
早
期
の
復
旧
を
目
指

し
、
１０
月
～
１１
月
完
成
を

考
え
て
い
る
。
耐
用
年
数

は
後
４
年
だ
が
補
強
工
事

に
よ
り
、
も
う
少
し
持
つ

と
思
わ
れ
る
が
、
把
握
で

き
て
い
な
い
。

長
期
間
の
使
用
が

で
き
な
い
と
考
え

る
の
で
あ
れ
ば
、
代
替
え

施
設
を
進
め
て
頂
き
た
い
。

現
在
の
立
地
は
、

津
波
の
危
険
区
域

で
あ
り
根
本
的
に
不
適
切
、

高
台
へ
新
設
で
き
れ
ば
。

温
泉
を
利
用
し
た
健
康
作

り
を
前
提
に
、
場
所
の
検

討
を
し
て
い
く
。

●
防
火
水
槽
設
置
工
事
費

　
（
７
０
０
万
円
）

３
月
議
会
で
も
言

及
し
た
が
、
地
元

の
要
望
が
あ
っ
て
か
ら
設

置
す
る
と
い
う
姿
勢
を
改

め
て
い
た
だ
き
た
い
。
危

険
性
を
察
知
し
た
時
点
で

手
を
打
つ
の
が
行
政
の
基

本
で
は
。
土
地
の
取
得
に

つ
い
て
も
、
費
用
の
か
か

ら
な
い
方
法
も
あ
る
は
ず
。

懸
念
さ
れ
る
の
は
、
消
防

対
し
、
Ｊ
Ｒ
歩
道
橋
撤
去

費
が
７
０
０
０
万
円
と
い

う
の
は
、
橋
の
規
模
を
比

較
す
る
と
高
額
で
は
。
根

拠
を
含
め
説
明
を
願
い
た

い
。

こ
の
二
つ
の
橋
梁

撤
去
に
つ
い
て
の

予
算
は
ま
だ
測
量
設
計
中

の
た
め
、
工
事
金
額
は
流

動
的
と
考
え
る
。

　

西
本
庄
橋
の
撤
去
に
つ

い
て
は
、
補
助
金
の
関
係

か
ら
予
算
の
一
部
を
計
上

し
た
も
の
で
、
更
に
上
積

み
に
な
る
見
通
し
。

　

Ｊ
Ｒ
の
歩
道
橋
撤
去
に

つ
い
て
は
、
電
車
が
通
行

し
な
い
夜
間
に
工
事
を
行

う
た
め
工
期
が
長
く
な
る
。

ま
た
、
始
発
電
車
が
通
行

で
き
な
い
よ
う
な
事
態

（
高
額
な
補
償
金
支
払
い
）

を
避
け
る
た
め
Ｊ
Ｒ
に
委

託
。
そ
の
た
め
こ
の
よ
う

な
金
額
に
な
る
。
同
規
模

の
工
事
実
績
を
参
考
に
算

定
し
て
い
る
。

　

車
が
入
れ
な
い
住
宅
地
も

散
在
し
て
い
る
。
優
先
的

に
土
地
の
取
得
や
防
火
水

槽
の
設
置
を
考
え
て
も
ら

い
た
い
。今

後
充
足
率
が
１

０
０
を
超
え
る
形

で
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

場
所
の
決
定
に
は
地
元
や

自
主
防
災
の
方
々
を
含
め

て
進
め
、
今
後
に
つ
い
て

は
要
望
あ
り
き
で
な
く
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

●
Ｊ
Ｒ
歩
道
橋
撤
去
工
事

　

費
（
７
０
０
０
万
円
）

西
本
庄
橋
撤
去
費

６
６
８
０
万
円
に

主
な
議
案
審
議 

Ｑ
＆
Ａ

A

A

A

A A

A

Q

Q Q

Q

Q Q
老人憩の家「二子の里」

防火水槽の設置例
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みなべ町議会だより　第52号　平成30年8月

井口 雅裕 議員
密漁をしたり、ゴミの放置をしたり、一部のマナー違

反者を排除するために、キャンプ・バーベキュー禁止に
することには違和感がありますが、地域の方々が多大な
迷惑を受けているのが現実です。

トイレやシャワー室、駐車場等を整備して、多くの町
内外の人に利用してもらおうとする中で、マナー違反者
を排除する方法を考えるべきでは。

池田 三千留 議員
2025 年国際博覧会の誘致に関する決議（案）に対しての反対討論をいたします。万国博覧会がもつ産業や技術の進歩、

展望を示し産業振興や観光、文化交流等、また広く教育的に広げようという理念そのものに反対ではありません。この
2025 年国際博覧会は、刑法が禁じる賭博であり他人の不幸の上に成り立つビジネスであるカジノを中心とした IR（統
合型リゾート）と一体の計画になっています。ゆえに決議（案）には反対です。

宮﨑 繁幸 議員
堺地区、森の鼻において魚貝類の密漁は地元関係者に

とって早急に解決しなければならない問題。密漁、トラ
ブル等を考えた時、現状のパトロール強化だけでは解決
は難しい。禁止区域に指定することで住民、漁業関係者
の生活が守られるのであれば、厳しい対応も必要。マナ
ー、規則等を守れる人々に対しては、許可制を盛り込め
ば対応も可能と考える。漁業関係者の生活を脅かす密漁
行為に対して禁止条例という形で賛同してもらいたい。

丸山 幸雄 議員
私は、森の鼻キャンプ・バーベキュー禁止条例に賛成

です。この請願書は３月から継続審議となっていました
が、委員会等では十分な審議がなされていない。今回の
請願書は、漁業組合員の叫びであり、我々議員は、選挙
において「皆様の声を、伝えます。働かせてください」
と連呼しました。議員としてここにいるのなら、組合員
の悲痛な叫び、請願書を聞いた今、否決という形に判断
なされる事はどういう事か。住民の声を届けるのが我々
であるなら賛成という形でお願いしたい。

永井 幸喜 議員
堺地区では、何十年前も前から、キャンプ、バーベ

キューなどしに来た人達の中で、禁漁区でありながら、
イセエビ、貝などを取る人達がいてるとのことです。

注意をすると、逆ギレされ、警察を呼ぶと十分な対応
を取ってもらえ無かったとのこと。ゴミなどは、海岸近
くの堺地区に捨てていくそうです。

一部の心無い人達のことで、悲痛な思いを持っている
町民がいる限り、禁止条例を作りたいと思います。

条例ができれば、警察、海上保安庁が取り締まりしや
すくなるそうです。

天野 仁 議員
漁民、組合員の皆様方は、不法魚介類採取者から海を

守るため、生活を守るため、そして資源を守るため地域
を挙げて対策をとってこられました。しかしながら、今
日漁民の減少も含め、組織力の低下等対応にも限界が生
じてきたと聞かされております。行政的にも法的にもこ
の度の請願による条例整備等を求めることに十分理解を
すべきであろうと思います。提出者の思いを踏まえ、前
向きに条例整備を知恵を絞って行うべきと思います。

討論 「堺地区森の鼻キャンプ・バーベキュー禁止条例制定を求める請願」

討論 「2025年国際博覧会の誘致に関する決議」

討論とは、表決の直前に議案に対する自己の賛成
または反対の意思を表明し、その理由を明確に述べ
ながら賛否を論議するものです。その目的は、自己
の意見に反対する議員および賛否の意思を決めてい
ない議員を賛同させることにあります。
討論は一人一回のみ許されており、その順序は「反

対」「賛成」と交互に行うのが原則です。

※各議員の討論は要約して掲載しています。

●各議員の議案採決結果（反対のあった議案のみ） ○：賛成  ×：反対  ―：議長は採決には加わりません

議　　　案

結
果
（
可
否
）

谷
本　

吉
弘

永
井　

幸
喜

天
野　
　

仁

井
口　

雅
裕

丸
山　

幸
雄

池
田
三
千
留

原
田　
　

覚

出
口　

晴
夫

真
造　

賢
二

下
村　
　

勤

玉
井　

伸
幸

宮
﨑　

繁
幸

北
谷　

清
治

竹
本　

栄
次

堺地区森の鼻キャンプ・バーベキュー禁止
条例制定を求める請願 可 × ○ ◯ ○ ○ × × ○ × × ○ ○ × —
核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准
を求める意見書 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ○ —

2025年国際博覧会の誘致に関する決議 可 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

賛成討論

賛成討論 賛成討論

賛成討論 賛成討論

反対討論
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【要旨】森の鼻地区は３５年前からイセエビ保護地区に地元漁業者団体地先組合が指定し、乱獲防止を行い組合員が手
塩にかけて育てています。年に１回の水揚げをして少しでも生活の足しになればと考え行動しています。しかしながら
密漁者が年々巧妙化し、家族グループで参加し、男性が共謀して銛、ヤス、籠網等で捕獲しています。このようなこと
から、キャンプ・バーベキュー禁止条例を発令してもらいたい。

【理由】数年前から堺地区漁業者がイセエビ禁漁保護をしている地先磯において、禁漁にも関わらず、キャンプ張りの
海水浴客は巧妙に女性、子供を楽しく泳がせ、男性は２～４人グループで銛、ヤス、籠網で、昼間イセエビを捕獲し海
底に置いておいて、暗くなってから陸に揚げキャンプの夜食に食べて、車のトランクに隠し持って帰るグループが後を
絶ちません。昨年も２件の事件が起き、地元漁業者が犯人を確保して警察に引き渡すも、銛、ヤスは違反になって無いし、
イセエビの捕獲現場を現行犯で捕まえないとどうにも出来ませんと言われる始末。海上保安庁に連絡しても同じような
回答しか返ってきません。ほとんど金・土曜日の夜にキャンプ張りは来ます。町職員が巡回すると言ってくれていますが、
休日に巡回する職員はいてないと考えます。漁業者と密漁者とのトラブルで暴力事件、殺人事件に発展することも無き
にしも非ず。昨年の２件とも、数人の男性は全身に入れ墨を入れており、暴力団風の人物でした。このような危険な人
間に素人の漁業者に注意喚起させるには限界があります。１日も早くみなべ町として禁止条例を施行して頂きたい。

国際法史上初めて核兵器を違法なものとした核兵器禁止条約が、2017 年 7 月 7 日の国連会議で国連加盟国の約 3 分の
2 にあたる 122 カ国の賛成で採択されました。

核兵器禁止条約は第 1 条において、核兵器の「開発、実験、生産、製造」及び「保有、貯蔵、使用、使用の威嚇」を
禁止しています。

しかし、日本政府は、国連の会議にも出席せず、採決にも参加していません。
核兵器のない世界を望む国内外の広範な世論に応えて、唯一の被爆国である日本は率先して取り組むべきです。よっ

て、下記事項を強く要望する。
１　日本政府が速やかに核兵器禁止条約に署名し、批准することを求める。

2025 年に国際博覧会を大阪・関西が一体となって開催することは、大きな経済効果、存在感を示す絶好の機会となり、
大きな意義がある。

よって、みなべ町議会は、大阪・関西における国際博覧会を支持し、必要な取り組みを国、大阪府市、経済界ととも
に積極的に推進する。　以上決議する。

堺地区森の鼻キャンプ・バーベキュー禁止条例制定を求める請願（要約）

核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める意見書（案・要約）

「2025年国際博覧会の誘致に関する決議」（案・要約）

産業建設常任委員会審査内容（委員長報告・要約）
３月定例会で産業建設常任委員会に付託されました本請願につきまして、３月定例会会期中に３回委員会を開き、

紹介議員からの説明、担当課から現状報告などを受け調査をおこないました。また、条例の制定については、慎重を
期するため、今回の５月定例会まで継続調査といたしました。

この請願について、委員会で審議し採決した結果、賛成者少数のため、不採択であります。

この請願の趣旨は、禁漁区である当地域において、キャンプやバーベキューの際に、イセエビ等の密漁をおこなう
者が年々増加しており、また、その手口も巧妙化しているため、キャンプ・バーベキューの禁止条例により、その海
産資源を守りたいというものです。違法な漁で、漁協組合員の皆様も大変困っておられるのが現状で、この請願の採
択を強く望む委員の声もありました。

長年、組合の皆様が困窮されていることについては、死活問題であるということも理解できますが、不採択の理由
といたしましては

まず、現在の漁業法で密漁は禁止されており、違法となり罰せられることになっています。
また、海岸は、すべての住民が自由に使用できるのが原則であり、住民の権利を大きく制限してしまう事になり、

マナーを守り楽しく遊ぶ方も締め出してしまう事になってしまいます。以上のことから委員会としては、この請願に
ついては、不採択としました。

委員長報告は終わりますが、貴重な海産資源を守るため、パトロールの強化や啓発の徹底など、その他、さらなる
対応策をできる事からやっていく、ということを担当課に申し入れを行いました。これからは、その対策を注視して
いきたい。またさらに、今後の対策をどのように講じていくのか、引き続き調査をおこない、当委員会で対策を検討
していきたいと考えています。
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町
政
に

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一般質問とは、本議会において議員が行政全般にわたり、町長
などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針な
どについて質問したり、あるいは報告、説明を求めたりするこ
とをいいます。

QR コードで各議員の一般質問の動画を簡単にご覧いただ
けます。スマートフォンに「QR コード読み取りアプリ」
をインストールして頂く必要があります。

3 議員が一般質問
井口　雅裕 議員 ……………………………………

①  中学生にもインフルエンザの補助を

池田　三千留 議員 ………………………………

①  国民健康保険税の子どもの均等割減免を

②  みなべ町の公文書

永井　幸喜 議員  …………………………………

①  防火設備の充実を
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質
問　

み
な
べ
町
の
子
供

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
に
対
す
る
補
助
金

は
、
最
初
は
１
０
０
０
円

ず
つ
、
そ
の
後
２
０
０
０

円
ず
つ
と
上
げ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
大
変
あ
り

が
た
く
感
じ
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
年
少
か
ら
小
学
生

ま
で
、
現
在
約
１
０
０
０

人
が
対
象
者
に
な
っ
て
い

る
と
の
事
で
す
。
こ
の
対

象
年
齢
を
中
学
生
に
ま
で

引
き
上
げ
て
も
ら
え
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

対
象
年
齢
を
決
め
る
に

あ
た
り
、
医
師
会
等
関
係

団
体
と
相
談
し
て
か
ら
と

答
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

私
の
掛
か
っ
て
い
る
医
師

は「
中
学
3
年
生
が
一
番
大

事
や
で
、
特
に
今
年
は
大

変
だ
っ
た
で
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
で
受
験
を
で
き

な
か
っ
た
人
が
お
っ
た

り
・
・
・
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

費
用
の
こ
と
を
言
い
ま

す
と
、
私
の
試
算
で
す
が
、

29
年
度
対
象
者
９
９
９
人
、

一
回
目
接
種
４
５
６
人
、

二
回
目
接
種
が
４
２
０
人
、

８
７
６
回
補
助
金
と
し
て

１
７
５
万
２
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。
中
学
生
の
人

数
が
現
在
３
７
９
名
、
半

数
が
受
け
て
く
れ
る
と
し

て
約
38
万
円
の
費
用
負
担

に
な
る
と
思
い
ま
す
。「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

て
か
ら
タ
ミ
フ
ル
射
っ
た

ら
、
医
療
費
無
料
や
さ
か

い
」
と
言
っ
て
も
町
の
費

用
は
同
じ
よ
う
に
い
る
わ

け
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
を
防
ぐ
た
め
に
も
中
学

生
に
も
補
助
金
を
。

町
長　

現
在
3
歳
か
ら
小

学
生
ま
で
に
補
助
を
出
し

て
い
ま
す
が
、
中
学
生
に

つ
い
て
ど
う
す
る
の
か
と

あ
わ
せ
て
3
歳
ま
で
の
小

さ
い
お
子
さ
ん
の
部
分
は

ど
う
す
る
の
か
。
従
来
で

す
と
3
歳
ま
で
家
庭
で
見

ら
れ
た
り
と
い
う
話
で
来

た
わ
け
で
す
が
、
最
近
は

0
歳
、
1
歳
、
2
歳
で
保

育
所
に
預
け
ら
れ
る
方
、

結
構
多
く
ご
ざ
い
ま
し
て
、

そ
の
部
分
に
つ
き
ま
し
て

も
今
後
合
わ
せ
て
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

　

医
師
会
の
方
々
と
相
談

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、

ま
た
事
務
的
な
部
分
で
い

つ
か
ら
始
め
ら
れ
る
か
も

含
め
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

健
康
長
寿
課
長　

イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ

き
ま
し
て
は
、
64
歳
以
下

に
つ
い
て
任
意
接
種
の
た

め
、
個
人
、
ま
た
保
護
者

の
責
任
で
行
う
も
の
で
す

の
で
、
接
種
す
る
義
務
は

な
く
、
接
種
率
が
上
が
ら

な
い
の
が
現
状
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
中
学
生
の
患

者
数
を
見
て
み
ま
す
と
4

人
に
1
人
が
か
か
っ
て
い

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
は
、
小
学
生
に
比

べ
体
力
が
あ
る
た
め
、
か

か
っ
た
と
し
て
も
重
症
化

す
る
可
能
性
は
低
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
か
か

る
と
一
週
間
程
度
は
登
校

で
き
ず
、
更
に
集
団
感
染

す
る
と
ク
ラ
ブ
活
動
や
高

校
受
験
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
蔓
延
を
防
ぐ
た

め
、
任
意
接
種
で
あ
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
ど
こ
ま
で
補
助
す
る
の

か
検
討
し
た
い
。

　

近
隣
市
町
の
状
況
で
す

が
田
辺
保
健
所
管
内
で
は

田
辺
市
、
上
富
田
町
、
白

浜
町
は
補
助
は
し
て
い
な

い
そ
う
で
す
。
御
坊
保
健

所
管
内
で
は
、
ほ
と
ん
ど

の
市
町
が
1
歳
か
ら
中
学

3
年
生
ま
で
1
回
１
０
０

０
円
の
補
助
と
な
っ
て
い

ま
す
。

再
質
問　

あ
る
親
御
さ
ん

が
「
中
学
生
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
ク
ー

ポ
ン
が
あ
れ
ば
い
い
の
に
。

電
車
通
学
に
な
る
と
結
構

気
使
う
で
」
体
調
管
理
に

は
非
常
に
気
を
遣
っ
て
い

る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

気
を
遣
う
親
御
さ
ん
を

応
援
す
る
た
め
に
も
、
中

学
生
に
も
補
助
を
お
願
い

し
ま
す
。

町
長　

今
後
ど
う
し
て
い

く
の
か
、
ど
こ
ま
で
増
や

し
て
い
く
の
か
、
金
銭
的

な
も
の
と
か
、
医
療
機
関

と
の
詰
、
事
務
局
体
制
前

段
の
準
備
か
ら
始
ま
り
ま

し
て
、
そ
う
い
う
部
分
も

含
め
て
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

井
い

口
ぐち

雅
まさ

裕
ひろ

議員

3歳児までも含めて検討していく

中学生にもインフルエンザの補助を医療

近隣市町のインフルエンザ予防接種への補助状況
御坊保健所管内

御坊市 美浜町 日高町 日高川町 由良町 印南町
○ ○ ○ ○ ○ ○

田辺保健所管内
田辺市 上富田町 白浜町 すさみ町 みなべ町

× × × ○ ○

由良町　印南町では 65 歳未満まで対象
すさみ町は 1 歳から 18 歳までほとんど全額補助
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質
問　

会
社
員
等
が
加
入

す
る
被
用
者
保
険
で
は
収

入
に
応
じ
て
保
険
料
が
算

定
さ
れ
る
た
め
、
扶
養
す

る
子
ど
も
の
人
数
が
増
え

て
も
保
険
料
は
変
わ
ら
な

い
。
国
保
税
に
は
、
被
保

険
者
一
人
当
た
り
に
均
等

割
が
あ
り
、
子
ど
も
の
人

数
に
応
じ
た
保
険
税
負
担

と
な
る
。
子
育
て
支
援
の

観
点
か
ら
も
国
保
税
の
子

ど
も
に
か
か
る
均
等
割
減

免
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長　

国
保
税
と
は
、
保

険
制
度
《
被
用
者
保
険

（
協
会
健
保
、
組
合
健
保
、

日
雇
い
健
保
、
船
員
健

保
、
共
済
組
合
、
私
学
共

済
等
）・
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
保
険
》
が
前

提
で
す
。
被
用
者
保
険
は

収
入
に
応
じ
て
保
険
料
が

決
ま
る
の
に
対
し
て
、
国

保
の
場
合
は
医
療
給
付
費

が
い
く
ら
に
な
る
か
を
予

想
し
て
、
国
保
の
加
入
者

全
員
に
割
り
振
り
を
行
う

目
的
税
で
し
て
、

前
年
所
得
と
加
入
人
数
で

決
ま
り
ま
す
。
所
得
に
応

じ
た
所
得
割
・
資
産
に
応

じ
た
資
産
割
・
国
保
の
加

入
者
数
に
対
す
る
均
等

割
・
世
帯
に
対
す
る
平
等

割
と
い
う
4
つ
の
組
み
合

わ
せ
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

県
の
流
れ
と
し
て
は
、
資

産
割
を
外
そ
う
と
い
う
動

き
が
あ
り
、
ま
た
、
地
方

か
ら
は
、
子
ど
も
に
か
か

る
均
等
割
保
険
料
の
軽
減

措
置
の
導
入
を
国
に
要
望

し
て
い
ま
す
。
補
填
財
源

を
ど
こ
か
ら
充
て
る
か
調

査
が
必
要
で
す
。

再
質
問　

一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
財
源
と
考

え
る
余
地
は
あ
る
か
。

町
長　

国
保
制
度
が
全
国

一
律
都
道
府
県
化
に
な
っ

質
問　

国
の
中
枢
で
財
務

省
に
よ
る
決
算
文
章
の
改

ざ
ん
、
自
衛
隊
の
日
報
問

題
、
国
会
で
は
民
主
主
義

の
土
台
を
揺
る
が
す
重
大

な
事
態
が
起
き
て
い
る
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
た
公
文

書
の
存
在
。
地
方
公
共
団

体
の
機
関
、
ま
た
は
公
務

員
が
そ
の
職
務
上
作
成
し

た
文
書
と
、
案
外
簡
単
に

説
明
さ
れ
て
い
る
。
み
な

べ
町
の
公
文
書
の
種
類
、

管
理
、
閲
覧
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

種
類
は
、
法

規
文
書
（
条
例
、
規
則
）・

公
示
文
書
（
処
分
、
決
定

事
項
）・
令
達
文
書
（
町

長
の
許
可
、
行
政
処
分
）・

一
般
文
書
（
そ
の
他
）
と

あ
り
、
高
い
社
会
信
用
性

た
の
は
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
を
し
な
い
た
め

の
方
策
の
一
つ
で
、
繰
り

入
れ
の
考
え
は
な
い
。
財

を
保
つ
必
要
が
あ
る
。
管

理
は
、
み
な
べ
町
文
書
管

理
規
定
に
定
め
ら
れ
て
い

て
、
各
課
で
は
課
長
が
文

書
管
理
責
任
者
、
係
長
が

文
書
管
理
担
当
者
、
総
務

課
長
は
文
書
事
務
を
総
括

し
、
実
態
の
調
査
、
報
告

を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
位
置
づ
け
を
し
て
い

る
。
日
常
の
業
務
は
、
庁

内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
で
行
う
が
、
す
べ

て
を
保
存
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
紙
文
書
や

各
課
の
フ
ォ
ル
ダ
に
デ
ー

タ
と
し
て
保
管
し
て
い
る
。

保
管
期
限
は
1
年
、
3
年
、

5
年
、
10
年
、
永
年
と
種

類
に
よ
り
定
め
て
い
る
。

　

閲
覧
は
、
情
報
公
開
条

例
の
規
定
に
基
づ
き
開
示

源
は
、
国
保
運
営
協
議
会

で
相
談
し
て
国
の
制
度
と

し
て
要
望
し
て
い
き
た
い
。

す
る
制
度
が
あ
り
、
開
示

請
求
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
開
示
を
請
求
で
き
る

方
は
、
町
内
に
住
所
を
有

す
る
方
、
町
内
に
事
務
所

等
が
あ
る
法
人
、
勤
務
を

す
る
個
人
な
ど
と
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
、
開
示
で
き

な
い
も
の
が
条
例
で
定
め

ら
れ
て
い
る
。
情
報
公
開

制
度
に
限
ら
ず
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
町

民
の
皆
さ
ま
方
に
は
町
の

行
政
情
報
は
広
く
お
知
ら

せ
し
て
い
く
所
存
で
す
。

町
長　

公
文
書
の
公
開
な

ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

町
の
場
合
、
条
例
、
規
則

で
多
く
の
制
限
が
あ
り
ま

す
が
、
町
民
の
皆
様
に
は

広
報
や
懇
談
会
な
ど
で
広

く
町
の
動
き
を
お
知
ら
せ

し
、
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
も
条
例
、
規
則

に
則
り
適
正
に
管
理
を
し

て
い
き
た
い
。

国民健康保険税の
　　　子どもの均等割減免を

国保

　
　

み
な
べ
町
の
公
文
書

　
条
例
、規
則
に
則
り
適
正
に
管
理
を
す
る

行
政

池
いけ

田
だ

三
み

千
ち

留
る

議員

国に均等割保険料の軽減措置の導入を要望

みなべ町の
公文書保管庫
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質
問　

3
月
末
に
お
こ
っ

た
山
内
地
区
の
倉
庫
火
災

で
、
消
火
栓
か
ら
放
水
し

て
る
と
、
途
中
で
水
の
出

が
悪
く
な
っ
た
と
聞
き
ま

し
た
。
原
因
は
さ
び
な
ど

が
固
ま
っ
て
水
道
管
の
中

で
水
の
流
れ
を
悪
く
し
て

し
ま
っ
た
と
の
こ
と
。
町

と
し
て
こ
の
原
因
を
究
明

し
、
こ
う
い
っ
た
事
態
が

二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う

な
対
策
を
取
っ
て
も
ら
い

た
い
。
消
火
栓
に
対
し
て

は
、
消
防
団
が
年
１
回
点

検
し
て
い
ま
す
が
、
消
火

栓
を
全
開
に
す
る
と
濁
っ

た
水
道
水
が
各
家
庭
に
回

る
と
の
事
か
ら
、
消
火
栓

の
点
検
で
は
少
し
の
水
し

か
出
せ
ま
せ
ん
。
こ
う

い
っ
た
事
で
は
、
ま
た
同

じ
事
が
起
き
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
様
な
こ
と
を
な

く
す
た
め
に
は
、
消
火
栓

に
水
圧
計
を
つ
け
て
全
開

に
し
て
水
圧
を
測
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
消
火
栓
の
点
検
に

関
し
て
は
、
消
防
団
と
生

活
環
境
課
の
職
員
と
一
緒

に
回
れ
る
様
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

町
内
で
は
、
消
火
栓
が

４
２
５
ヵ
所
、
防
火
水
槽

が
64
ヵ
所
あ
り
ま
す
が
地

域
に
よ
っ
て
は
十
分
で
は

な
い
所
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

防
火
水
槽
が
無
い
地
区

が
13
も
あ
り
ま
す

が
、
町
と
し
て
防
火

水
槽
の
な
い
地
区
は

防
災
上
構
わ
な
い
と

思
っ
て
い
る
の
か
お

聞
き
し
た
い
。
ま

た
、
地
震
な
ど
に

よ
っ
て
水
道
管
が
破

壊
さ
れ
れ
ば
消
火
栓

は
使
え
ま
せ
ん
、
こ

れ
か
ら
は
防
火
水
槽
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
町
と
し
て
今
後
、

消
火
栓
、
防
火
水
槽
な
ど

を
ど
う
し
て
い
く
つ
も
り

な
の
か
を
お
聞
き
し
た
い
。

町
長　

み
な
べ
町
と
し
て

今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か

と
い
う
部
分
で
す
が
、
ご

指
摘
の
よ
う
に
防
火
水
槽
、

消
火
栓
等
の
非
常
に
少
な

い
箇
所
、
特
に
防
火
水
槽

の
な
い
地
区
も
ご
ざ
い
ま

す
。
防
火
水
槽
に
つ
き
ま

し
て
は
、
で
き
る
だ
け
増

や
し
た
い
。

　

防
火
井
戸
に
つ
い
て
は
、

50
年
程
使
っ
て
い
な
い
よ

う
な
状
況
の
中
で
使
え
な

い
よ
う
な
部
分
、
沢
山
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
の
地
域
に

つ
き
ま
し
て
は
、
防
火
水

槽
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

防
災
企
画
室
長　

こ
の
消

火
栓
は
現
在
、
取
替
工
事

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
取

り
替
え
が
完
了
し
て
、
こ

の
消
火
栓
を
点
検
す
れ
ば
、

原
因
が
特
定
で
き
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

事
前
に
点
検
を
行
う
の

で
立
ち
合
い
を
と
の
連
絡

を
い
た
だ
け
れ
ば
、
生
活

環
境
課
と
し
て
も
対
応
可

能
で
す
。

再
質
問　

町
が
、
年
に
１

回
消
火
栓
の
点
検
を
消
防

団
と
一
緒
に
す
る
こ
と
を

義
務
化
し
て
ほ
し
い
。

　

今
ま
で
は
、
開
け
す
ぎ

る
と
町
民
の
方
か
ら
町
へ

の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
、
町

の
方
か
ら
、
消
防
団
に
対

し
て
注
意
を
受
け
る
こ
と

が
あ
る
。
町
が
消
火
栓
の

維
持
、
管
理
を
や
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

　

防
災
設
備
の
こ
と
は
、

町
が
完
璧
に
し
な
け
れ
ば

町
民
の
生
命
、
財
産
を
守

る
こ
と
な
ど
出
来
な
い
と

思
い
ま
す
。

町
長　

町
内
の
水
道
管
は
、

50
年
近
く
使
っ
て
い
ま
す
。

サ
ビ
が
あ
っ
た
り
と
か
、

水
垢
で
管
路
が
狭
く
な
っ

た
り
す
る
部
分
、
こ
れ
を

早
急
に
や
り
替
え
を
し
た

い
。

　

そ
の
際
に
新
し
く
消
火

栓
を
設
置
し
て
い
け
れ
ば

と
、
そ
れ
ま
で
に
不
足
を

す
る
と
こ
ろ
に
つ
き
ま
し

て
は
早
急
に
設
置
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
管
の
開
け
閉
め

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生

活
環
境
課
と
よ
く
相
談
し

た
う
え
、
消
防
団
の
皆
様

と
一
度
会
合
を
持
ち
、
今

後
の
在
り
方
、
本
来
は
町

が
管
理
す
べ
き
で
あ
ろ
う

と
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て

ま
す
の
で
、
そ
の
方
向
で

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

※
防
火
水
槽
と
は
、
常
時

貯
水
量
が
40
㎥
以
上
で
取

水
可
能
水
量
が
毎
分
１
㎥

以
上
で
、
か
つ
、
連
続
40

分
以
上
の
給
水
能
力
を
有

す
る
も
の
で
す
。

永
なが

井
い

幸
こう

喜
き

議員

防火水槽については、できるだけ増やしたい

防火設備の充実を防災

防火水槽
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の
時
期
の
調
査
と
比
較
を

す
る
と
、
全
体
的
に
昨
年

よ
り
や
や
多
く
実
が
つ
い

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

全
園
地
の
調
査
後
に
各
委

員
と
う
め
課
職
員
で
作
況

指
数
を
み
て
み
る
と
、
昨

年
よ
り
も
多
く
平
年
並
み

と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
５
月
の
雨
不
足

で
、
実
が
大
き
く
な

ら
ず
早
期
落
下
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
無
い
よ
う
、

今
後
の
降
雨
や
気
温

上
昇
の
期
待
と
、
降

雹
や
病
害
に
あ
わ
な

い
よ
う
に
願
い
た

い
。

梅
議
連
総
会

　

6
月
１3
日
、
国
会
議
員

で
つ
く
る
梅
振
興
議
員
連

盟
の
総
会
が
東
京
都
千
代

田
区
の
参
議
院
議
員
会
館

で
あ
り
、
小
谷
町
長
と
原

田
委
員
長
、
う
め
課
職
員

や
そ
の
他
多
く
の
梅
関
係

者
が
出
席
し
ま
し
た
。
ま

た
本
町
以
外
に
群
馬
県
、

埼
玉
県
の
梅
産
地
の
自
治

体
も
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
谷
町
長
が
産

地
に
お
け
る
梅
振
興
の
取

組
み
と
し
て
熱
中
症
、
生

活
習
慣
病
、
疲
労
回
復
と

い
っ
た
機
能
性
研
究
の
成

果
を
紹
介
。
ま
た
世
界
農

業
遺
産
の
活
用
と
、
今
回

は
海
外
へ
の
販
路
拡
大
に

つ
い
て
も
説
明
し
ま
し
た
。

　

総
会
の
終
わ
り
に
は
、

国
会
議
員
の
先
生
を
は
じ

め
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
梅

酒
作
り
体
験
を
し
て
い
た

だ
き
、
大
変
好
評
で
あ
り

ま
し
た
。
梅
振
興
議
員
連

盟
総
会
を
通
じ
て

梅
の
Ｐ
Ｒ
が
浸
透
し

て
き
て
い
る
と
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

東
神
野
川
の
土
捨
て
場

　

東
神
野
川
の
土
捨
て
場

に
つ
い
て
は
、
過
去
に
も

災
害
が
あ
っ
た
区
域
と
聞

い
て
お
り
、
搬
入
後
の
対

策
は
十
分
で
な
い
と
地
元

地
区
か
ら
の
指
摘
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
に
お
い
て

土
砂
流
出
の
危
険
性
の
問

題
を
解
消
す
る
た
め
に
、

担
当
課
の
対
策
と
し
て
フ

ト
ン
籠
の
設
置
の
対
策
を

考
え
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
隣
の
谷
の
木
材

搬
出
の
た
め
の
進
入
路
も

崩
れ
そ
う
で
危
険
性
を
感

じ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
点

も
指
摘
を
し
ま
し
た
。

梅
作
況
調
査

　

５
月
８
日
少
し
雨
が
降

る
中
、
う
め
課
の
課
長
と

職
員
と
共
に
、
堺
地
区
か

ら
高
城
・
清
川
地
区
の
山

間
部
や
岩
代
・
山
内
地
区

の
海
岸
沿
い
な
ど
２４
地
区

3１
園
地
の
梅
の
作
況
調
査

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
５
月
に
雨
が
降

ら
ず
実
が
肥
る
こ
と
な
く
、

不
作
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
り

今
年
の
作
況
状
況
は
当
初

か
ら
心
配
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
調
査
を
始
め
る
と

地
区
に
よ
っ
て
若
干
差
は

あ
る
も
の
の
、
昨
年
の
こ

産業建設常任委員会　活動報告
4 月27 日に東神野川の土捨て場視察、5 月8 日に梅作況調査、5 月14 日に

堺漁協組合員との意見交換を行いました。また6 月13 日に国会議員でつくる
梅振興議員連盟の総会に委員長が町長と共に出席しました。
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堺
漁
協
組
合
員
と
の
意
見
交
換

組合議会議員活動報告
●公立紀南病院組合議会定例会
　　　　　　　平成 30年第 1回定例会
・日時　平成 30 年 2 月 26 日、3 月 30 日　2 日間
・場所　公立紀南病院 3 階講堂
・出席　竹本議長、北谷副議長

●日高広域消防事務組合議会臨時会
　　　　　　　　　　平成 30年第 1回
・日時　平成 30 年 5 月 11 日
・場所　日高広域消防事務組合消防本部 2 階会議室
・出席　真造議員

安
庁
の
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化

も
お
願
い
し
て
対
応
し
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

当
委
員
会
と
し
ま
し
て

も
、
早
急
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ

る
の
で
、
で
き
る
事
か
ら

対
応
し
て
い
く
と
い
う
考

え
で
あ
り
ま
す
。

　

条
例
制
定
に
つ
き
ま
し

て
は
、
一
般
住
民
の
事

を
考
え
る
と
キ
ャ
ン
プ
・

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
禁
止
条
例

の
制
定
は
慎
重
に
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
漁

業
関
係
者
の
問
題
を
考
え

る
と
禁
止
区
域
に
指
定
す

る
の
も
必
要
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
も
出
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
客
に
対
し

て
の
許
可
制
を
取
れ
ば
、

キ
ャ
ン
プ
も
で
き
、
密
漁

問
題
の
抑
止
力
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

る
問
題
点
も
話
し
合
い
ま

し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
迷
惑
行
為

を
解
決
す
る
た
め
に
も
、

禁
止
条
例
の
制
定
を
お
願

い
し
た
い
と
の
事
で
あ
り

ま
し
た
。

　

担
当
課
の
考
え
と
し
て

は
、
周
辺
は
海
岸
保
全
区

域
で
あ
り
、
森
の
鼻
地

区
に
お
い
て
は
ト
イ
レ
、

シ
ャ
ワ
ー
、
駐
車
場
な
ど
、

集
客
目
的
の
施
設
も
あ
り
、

町
内
外
の
皆
様
に
利
用
を

促
し
て
い
る
。
ま
た
海
岸

に
お
い
て
は
、
一
般
住
民

断
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
関
係
者
と
の
話

し
合
い
の
中
で
、
み
な
べ

町
に
禁
止
条
例
を
お
願
い

し
た
い
と
の
事
で
し
た
。

　

理
由
と
し
て
は
、
キ
ャ

ン
プ
に
お
い
て
の
後

始
末
の
ゴ
ミ
問
題
や

イ
セ
エ
ビ
や
魚
介
類

の
密
漁
問
題
で
あ
り

ま
す
。

　

昨
年
に
起
き
た
密

漁
事
件
の
説
明
や
、

今
年
に
入
っ
て
か
ら

の
ヒ
ジ
キ
に
お
い
て

の
密
漁
問
題
の
説
明

や
そ
の
時
の
警
察
の

対
応
に
つ
い
て
地
元

漁
業
関
係
者
が
抱
え

　

５
月
１４
日
、
堺
漁
港
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
キ
ャ

ン
プ
禁
止
条
例
の
請
願
書

を
出
さ
れ
た
組
合
員
の
皆

さ
ん
と
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

地
元
の
地
先
組
合
の
方

の
説
明
に
よ
り
ま
す
と
、

去
年
の
夏
に
警
察
問
題
に

ま
で
発
展
す
る
密
漁
問
題

が
発
生
し
、
そ
の
中
で
現

在
の
警
察
の
対
応
や
、
海

上
保
安
庁
の
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
で
は
、
解
決
に
至

ら
な
い
と
い
う
組
合
の
判

の
皆
様
が
自
由
に
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
、
立
ち
入

り
制
限
を
お
こ
な
う
の
は

難
し
い
。
そ
う
い
っ
た
問

題
の
解
決
策
と
し
て
今
後

お
こ
な
え
る
対
策

と
し
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

当
地
域
の
取
り
締

ま
り
強
化
の
啓
発

発
信
や
、
キ
ャ
ン

プ
客
に
密
漁
禁
止

や
注
意
事
項
を
書

い
た
チ
ラ
シ
を
配

布
し
て
の
啓
発
活

動
、
さ
ら
な
る
看

板
や
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
を
検
討
す

る
。
ま
た
海
上
保
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平成28年3月定例会
一般質問

どうなった どうなった

町長答弁 町長答弁

認知症サポーター養成講座を町
民（組織）や中学生等を対象に実
施しています。現在のサポーター総
数は652名。
毎月10日にオレンジの日（認知

症カフェ）をふれ愛センターで開催
中です。

認知症高齢者に優しい地域づく
りを目指しては。（認知症ととも
に生きられる社会の実現を）

小学生の生活環境を守るためにス
マートフォンによる睡眠時間の減少、
いじめ等、負の相関関係を考えれ
ばルール作りが必要では。

平成27年9月定例会
一般質問

教育学習課健康長寿課
本町のご家庭には子どもの育ち

を支える高い教育力があります。
学校では様々な機会を捉え学級
指導等を行うと共に、家庭訪問や
懇談会等を通じ、ご家庭でのルー
ル作りなど適切な環境作りをお願
いしています。

あのとき、議員が一般質問した内容や各委員会が提言した内容が、町施
策にどのような内容で反映したかを確認するための調査です。
あのとき、議員が一般質問した内容や各委員会が提言した内容が、町施
策にどのような内容で反映したかを確認するための調査です。

追追跡調査

民生委員、福祉委員の方々の
協力を得ながら

基本的な生活リズムを確立で
きるよう指導

議員の質問とその後の行方
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他市町出
身のご主人、奥様、ご夫婦の紹介コーナー

です

編
集
後
記

夏
真
っ
盛
り
の
８
月
、
な
つ
か
し

い
顔
が
花
火
の
季
節
に
集
ま
り
ま
す
。

６
月
に
「
千
里
ウ
ミ
ガ
メ
館
」
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
さ
ら
な
る
研

究
や
保
護
活
動
、
子
ど
も
の
学
習
や
各

団
体
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
、

み
な
べ
町
に
ま
た
新
し
い
貴
重
な
施
設

が
誕
生
し
ま
し
た
。

な
ぜ
、
千
里
の
浜
に
ア
カ
ウ
ミ
ガ

メ
は
本
州
で
最
も
多
く
上
陸
す
る
の
か
。

千
里
の
後
背
が
、
山
・
梅
畑
で
暗
い
と

い
う
こ
と
。
梅
の
収
穫
と
産
卵
が
同
時

期
で
あ
る
こ
と
が
偶
然
に
も
素
晴
ら
し

い
条
件
と
な
り
、
み
な
べ
の
梅
が
ウ
ミ

ガ
メ
を
救
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
み
な
べ
の
梅
が
日
本
一
と

な
っ
た
歴
史
は
、「
う
め
振
興
館
」
に

展
示
さ
れ
て
い
る
資
料
等
で
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
新
し
い
発
見
に
出
会
え

る
施
設
で
す
。

こ
の
夏
、
我
が
町
を
探
索
し
て
み

る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
何
か
お
気
づ
き
に
な
ら
れ

ま
し
た
ら
、
議
会
に
も
ど
ん
ど
ん
声
を

届
け
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

広
報
特
別
委
員
会　

副
委
員
長　

池
田
三
千
留

世界農業遺産に登録された
みなべ町の里山の自然や、素
晴らしい景観などを「梅の里
トレイルラン大会」を通じて、
多くの方に知ってもらう機会
とし、地域大会を盛り上げる
ために、ボランティアとして
協力していただける方を募集
します。

●申込方法
所定の申込用紙を実行委員
会に提出（各戸配布済）
●申込締切　8月３１日必着
●募集定員　１００名
●活動日時
平成３１年２月２４日（日）
午前６時～午後３時
●募集内容
競技補助 /給水所 /駐車場
/救護
●申込・問合せ先
梅の里トレイルラン実行委
員会（教育委員会教育学
習課内）
0739-74-3134

梅の里トレイルラン
ボランティア100名募集

☆お☆知☆ら☆せ☆

●議会や議会だよりへの意見や
感想を募集しています。どんな
ことでもかまいません、議会事
務局または提案箱までお寄せく
ださい。

みなべ町議会だよりNo.52
平成 30 年 8月１日発行
発行　みなべ町議会
編集　議会広報特別委員会
〒645-0002
和歌山県日高郡みなべ町芝742
ＴＥＬ　0739-72-1334
ＦＡＸ　0739-72-1335

二人はどんなきっかけで知り合いましたか？
→共通のお友達の紹介です。

（以下質問へは町外出身の方にお答え頂きました）
みなべ町に暮らしてみて感じたことや持たれたイメージは？
→周りの方々がフレンドリーで、散歩をしていると声をかけてくれたり、み
なさん笑顔で接してくれるので、住み心地がいい町だなぁと思います。
町での生活はどうですか？
（楽しいエピソードもあったらお聞かせください。）
→車を使わなくても、お店や公園が近いので、自然に触れながら、の
んびりと楽しく子育てをしています。子供たちもノビノビと過ごせて
いるように思います。
町に望むことはありますか？
→雨天時に室内で遊べる遊園地があれば助かるし、公園の遊具で小さ
い子の乗れるブランコが増えるといいなと思います。また、飲食店
も増えて欲しいです。

☆ご協力ありがとうございました。
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平成２２年６月２０日に結婚されました炭本一彦さん（みなべ町北
道）と果林さん（御坊市湯川町　旧姓：橋本）ご夫婦の紹介です。
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